
三
毒
五
悪
段

「第一

悪
L

の

考
察

佐

々
木

大

'悟

問
題
の
所
在

仏
教
で
は
一
般
に
、
何
か
の
行
い
を
す
る
と
必
ず
そ
れ
が
自
分
の
身
に
か
え
っ
て
く
る
と
い
う
自
業
自
得
の
原
理
が
説
か
れ
る
。
善

い
行
い
を
す
れ
ば
楽
果
が
得
ら
れ
、
悪
い
行
い
を
す
れ
ば
苦
果
を
得
(
善
因
楽
果
、
悪
因
苦
果
)
、
ま
た
そ
の
業
は
三
世
に
わ
た
っ
て

影
響
す
る
と
説
か
れ
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
や
『
無
量
寿
経
』
の
中
で
説
か
れ
る
業
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
以
前
に
仏
教
で
説
か
れ
て
い

た
も
の
を
正
確
に
伝
承
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
は
、
業
の
思
想
が
く
り
返
し
説
か
れ
て
い

る

三
毒
五
悪
段
で
は
、
そ
の
業
の
な
か
で
も
、
様
々
な
悪
の
行
為
と
そ
れ
に
よ
る
現
世
で
の
結
果
(
挟
答
)
そ
し
て
来
世
で
の
結
果

(
挟
傍
)
が
説
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
様
々
に
説
か
れ
る
「
来
世
で
の
果
報
」
の
う
ち
、
以
下
に
示
す
『
無
量
寿
経
』
「
第
一

悪
」
の
「
来
世
で
の
果
報
」
に
つ
い
て
問
題
を
感
じ
市
そ
れ
は
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。

轄
貿
其
身
、
改
形
易
道
。
所
受
書
命
或
長
或
短
。
魂
神
精
識
自
然
趣
之
。
嘗
濁
値
向
、
相
従
共
生
、
更
相
報
復
、
無
有
止
己
、
挟

悪
未
童
、
不
得
相
離
、
展
縛
其
中
、
無
有
出
期
、
難
得
解
脱
、
痛
不
可
言
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
」
の
一
考
察

七



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
」
の
一
考
察

^ 

こ
の
傍
線
部
に
つ
い
て
、
注
釈
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
現
在
の
現
代
語
訳
に
い
た
る
ま
で
、

ほ
ぽ
す
べ
て
「
互
い
に
来
世
で
も
報
復

し
あ
う
」
と
い
う
意
味
で
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
の
西
山
派
の
学
者
矩
範
は
講
録
『
無
量
寿
経
略
筆
』
に
お
い
て
、

唯
一
人
こ
こ
に
二
つ
の
解
釈
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
来
世
で
互
い
に
報
復
し
あ
う
」
と
い
う
通
説
の
解
釈
を
第
二
義

に
持
っ
て
い
き
、
第
一
義
と
し
て
は
「
悪
業
が
次
の
世
ま
で
つ
い
て
く
る

(
報
い
て
く
る
ご
と
い
う
解
釈
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
説

は
そ
の
後
は
継
承
さ
れ
ず
、
近
年
の
現
代
語
訳
と
な
る
と
ま
っ
た
く
消
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
筆
者
は
そ
の
説
こ
そ
が
正
し
い
解

釈
で
あ
り
、
現
代
語
訳
に
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
今
回
は
そ
の
箇
所
を
改
め
て
検
証
し
て
、
ど
ち
ら
の
見
解
が
妥

当
で
あ
る
の
か
再
評
価
を
行
い
た
い
。

二
、
互
い
に
報
復
し
あ
う
説
(
仕
返
し
説
)

ま
ず
二
説
あ
る
う
ち
の
「
来
世
で
互
い
に
報
復
し
あ
う
説
(
仕
返
し
説
)
」
に
つ
い
て
そ
の
根
拠
と
そ
の
説
の
前
提
と

な
る
類
似
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
ま
ず
「
第
一
悪
L

と
は
別
の
箇
所
に
、
三
毒
五
悪
段
で
は
二
箇
所
寸
来
世
で
の
報
復

以
下
で
は
、

説
」
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
れ
を
確
認
し
て
い
く
。

二
l

て
三
毒
段
(
膜
悉
)

の
解
釈

以
下
で
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
を
横
に
並
べ
て
引
用
し
、

(4) 

そ
の
増
減
の
具
合
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。

『
大
阿
弥
陀
経
』
は
無
量
寿
経
類
の
現
存
最
古
の
翻
訳
で
あ
り
、
『
平
等
覚
経
』
は
第
二
番
目
の
翻
訳
で
あ
る
。
ま
た
『
大
阿
弥
陀
経
』

『
平
等
覚
経
』
を
土
台
と
し
て
『
無
量
寿
経
』
が
作
成
さ
れ
て
い
お
ど
い
う
意
味
で
も
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
を
載
せ
が
r



『大』

或
償
心
静
、
有
所
悉
怒
、
今
世
恨
意
、
微
相
嫉
憎
、
後
世
轄
劇
、
致
成
大
怨
。

或
傭
心
争
、
有
所
意
怒
。
今
世
恨
意
、
徴
相
嫉
憎
、
後
世
轄
劇
、
至
成
大
怨
。

或
時
心
帯
、
有
所
患
怒
、
今
世
恨
意
、
微
相
惜
嫉
、
後
世
轄
劇
、
至
成
大
怨

『平』
『無』

所
以
者
何
?
如
今

之
事
、
更
欲
相

害。

所
以
者
何
?

今
世
之
事
、
更
欲
相
患
害
。

所
以
者
何
?

世
間
之
事
、
更

相
患
害

雄
不
臨
時
臆
急
相
破
、
然
之
愁
毒
、

結
慣
精
紳
、
自
然
魁
識
、
不
得
相
離
。

雄
不
臨
時
臆
急
相
破
、
殺
之
愁
毒

雄
不
副
時
謄
急
相
破
、
然
含

結
憤
精
神
、
自
然
魁
識
、
不
得
相
離
。

毒
富
怒
結
憤
精
紳
、
自
然
魁
識
、
不
得
相
離
。

皆
嘗
劃
相
生
値
、
更
相
報
復
。

皆
嘗
封
相
生
値
、
更
相
報
復
。

皆
嘗
封

生

更
相
報
復
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
」
の
一
考
察

九



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
懇
」
の
一
考
察

人
在
世
間
愛
欲
之
中
、
濁
往
濁
来
濁
死
猫
生
、
嘗
行
至

苦
繁
之
慮
、
身
自
嘗
之
、
無
有
代
者
。

人
在
世
間
愛
欲
之
中
、
濁
来
猫
去

生
、
嘗
行
至
趣
苦
繁
之
慮
、
身
自
首
之
、
無
有
代
者
。

死

人
在
世
間
愛
欲
之
中
、
猫
生
濁
死
濁
去
濁
来
、
嘗
行
至
趣
苦
楽
之
地
、
身
自
嘗
之
、
無
有
代
者
。

善
悪
嬰
化
、
狭
磐
悪
慮
宿
議
巌
待
、
嘗
濁
升
入
遠
到
他
慮
、
莫
能
見
。

善
悪
嬰
化
、
挟
傍
異
慮
宿
環
巌
待
、
嘗
濁
昇
入
遠
到
他
慮
、
莫
能
見
者
。

善
悪
嬰
化
、
挟
福
異
慮
宿
諌
巌
待
、
嘗
猫
趣
入
遠
到
他
所
、
莫
能
見
者
。

去
在
何
所
、
善
悪
自
然
追
逐
行
生
、
窃
窃
冥
冥
、
別
離
久
長
。

去
在
何
所
、
善
悪
自
然
追
逐
往
生
、
窃
窃
冥
冥
、
別
離
久
長
。

善
悪
自
然
追
行
所
生
、
窃
窃
冥
冥
、
別
離
久
長
。

道
路
不
問
、
曾
見
無
期
、
甚
難
得
復
相
値
。

道
路
不
問
、
曾
見
無
期
、
甚
難
甚
難
復
得
相
値
。

道
路
不
向
、
曾
見
無
期
、
甚
難
甚
難
復
得
相
値
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
箇
所
の
う
ち
『
無
量
寿
経
』
の
既
存
の
現
代
語
訳
を
載
せ
る
。
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憤
怒
の
情
を
心
中
に
凝
結
さ
せ
、
自
然
に
心
の
内
に
刻
み
こ
ん
で
忘
れ
ず
、

そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
。
双
方

と
も
に
生
ま
れ
か
わ
っ
て
対
面
し
、
互
い
に
報
復
し
あ
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
人
は
世
間
の
愛
欲
の
う
ち
に
あ
っ
て
、

ひ
と
り

で
生
ま
れ
て
、

ひ
と
り
死
し
、

ひ
と
り
で
去
っ
て
い
き
、

ひ
と
り
で
や
っ
て
く
る
も
の
だ
。
苦
楽
の
い
ず
れ
か
の
地
に
向
か
っ
て

い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分
自
身
で
こ
れ
に
あ
た
る
ほ
か
は
な
く
、
代
わ
っ
て
く
れ
る
も
の
は
だ
れ
も
い
な
い
。

そ
の
他
の
翻
訳
も
基
本
的
に
同
じ
解
釈
を
行
っ
て
い
る
。

「
皆
嘗
封
生
、
更
相
報
復
」
の
部
分
は
、
解
釈
が
難
し
い
。
こ
こ
に
挙
げ
た
諸
訳
は
全
て
「
二
人
の
人
聞
が
と
も
に

(
同
じ
世
界

に
)
生
ま
れ
変
わ
っ
て
報
復
し
あ
う
」
と
い
う
考
え
方
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
寸
報
復
」
に
対
し
て
は
、
諸
訳
は
現
代
語
で
い
う

「
仕
返
し
す
る
」
と
い
う
理
解
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
本
来
の
業
思
想
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
も

し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
臨
書
の
苦
し
み
が
未
来
世
に
お
い
て
も
次
の
輪
廻
に
わ
た
っ
て
経
験
さ
れ
る
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

な
る
。
ま
た
二
人
の
人
聞
が
同
一
処
に
輪
廻
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
は
『
大
阿
弥
陀
経
』

に
特
徴
的
な
考
え
方
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
直
後
に
「
人
在
世
間
愛
欲
之
中
、
濁
生
濁
死
濁
去
濁
来
」
と
い
う
部
分
が
あ
り
、
「
ひ
と
り
で
生
ま
れ
る
L

と
あ
る
た
め
、
思
想
的
整
合
性
に
は
や
や
問
題
が
残
る
だ
ろ
う
。

「
二
人
の
人
聞
が
と
も
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
報
復
し
あ
う
」
と
い
う
思
想
は
業
の
言
説
と
し
て
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
不
思
議
な
考

え
方
で
あ
る
が
、
文
脈
上
、
確
か
に
そ
の
よ
う
な
意
味
で
と
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
次
に
見
て
い
く
よ
う
に

「
第
五
悪
の
直
後
」
の
箇
所
に
類
似
の
思
想
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
解
釈
を
補
強
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一一

L
二
寸
第
五
悪
の
直
後
」
の
解
釈

次
に
、

も
う
一
つ
の
「
来
世
で
の
報
復
L

説
が
見
ら
れ
る
寸
第
五
悪
L

の
直
後
の
部
分
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

そ
れ
は
五
悪
段
の

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
懇
」
の
一
考
察



毒
五
悪
段
「
第
一
一
悲
し
の
一
考
察

し寸
て第
い五
くB悪

カヨ
終
わ
り

い
わ
ば
ま
と
め
を
行
う
箇
所
の
最
初
の
部
分
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
「
第
五
悪
の
直
後
」
と
い
う
表
現
で
示

『大』

或
其
今
世
、
先
被
病
換
、
死
生
不
得
、
示
衆
見
之
。

『平』

或
其
今
世
、
先
被
病
換
、
死
生
不
得
、
示
衆
見
之
。

『無』

罪
悪
所
招

示
衆
見
之
。

書
終
、
趣
入
至
極
大
昔
、
愁
憂
、
酷
毒
、
自
相
燦
然
、
縛
相
焼
滅
。

書
終
、
趣
入
至
極
大
苦
、
愁
痛
、
酷
毒
、
自
相
燦
然
、
轄
相
焼
滅
。

身
死
、
随
行
入
三
悪
道
。
苦
毒
無
量
、

白
相
燥
然
。

至
其
然
後
、
共
作
怨
家
、
更
相
傷
殺
。

従
小
微
起
、

遂|至|至
成|大|大
大|困困
悪隆司|き割1i4

至
其

後
、
共
作
怨
家
、
更
相
傷
殺
。

従
小
微
起
、

至
其
久
後
、
共
作
怨
結
、

従
小
微
起
、

《
大
乗
仏
典
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罪
悪
の
招
い
た
結
果
を
人
び
と
に
見
せ
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
。
や
が
て
、

そ
の
身
が
死
ぬ
と
、

そ
の
行
い
に
応
じ
て
、
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
に
は
い
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
の
苦
し
み
は
限
り
な
く
、

わ
れ
と
わ
が
身
を
焼
き
こ
が
す
思
い
を
す
る
の
で
あ



る
。
(
た
と
え
現
世
で
悪
病
に
と
り
つ
か
れ
な
く
て
も
、
)
久
し
い
い
の
ち
に
は
、
(
怨
敵
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
、
)
互
い
に
怨
恨

さ
さ
い
な
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

(
げ
)

そ
の
他
の
翻
訳
も
基
本
的
に
同
じ
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。

の
念
が
心
に
結
ぼ
れ
、

つ
い
に
は
重
大
な
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。

一一1
三、

ま
と
め

こ
の
二
カ
所
の
当
該
箇
所
の
周
辺
に
は
類
似
の
言
説
が
存
在
す
る
。
三
毒
段
(
膿
悉
)

で
は
「
今
世
恨
意
、
微
相
憎
嫉
、
後
世
轄
劇
、

至
成
大
怨
」
と
あ
り
、
五
悪
段
直
後
で
は
「
従
小
微
起
、
遂
成
大
悪
」
と
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
「
小
さ
な
怨
み
が
、

つ
い
に
は
大
き

い
も
の
へ
と
な
っ
て
い
く
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
そ
の
言
説
と
と
も
に
「
三
毒
段
(
膜
嘉
)
」
と
「
第
五
悪
の
直
後
の
箇
所
」
と

共
通
し
て
「
来
世
に
二
人
が
生
ま
れ
て
報
復
す
る
L

と
い
う
思
想
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
カ
所
は
類
似
し
て
お
り
、

か
つ
「
来

世
で
報
復
し
て
い
る
」
と
い
う
考
え
方
が
記
述
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
人
の
人
間
(
両
数
)
が
主
語
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
以
上
の
二
つ
が
『
無
量
寿
経
』
で
見
ら
れ
る
寸
来
世
で
の
報
復
説
」
で
あ

る
(
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
で
も
同
じ
で
あ
る
)
。
こ
の
部
分
に
対
し
て
管
見
の
限
り
で
は
解
釈
の
対
立
は
な
い
。

第
五

毒段悪 場
の

膿惑
所

直後
) 

互 双方 小さ
V~ 

tと がな
憎 生怒 措
み まり 写
あ れも
つ 変や
て わが
って

さ て大
な 、き

悪 次く
か のな
ら 生つ
始 でて
ま 報復 いく
り
大 し

。

き あ
な う
悪
。

を
dB 
す
よ
う

な
る。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
L

の
一
考
察



三
毒
五
悪
段
寸
第
一
一
愚
」
の
一
考
察

四

=
、
悪
業
が
報
い
る
説
(
報
応
説
)

一
方
で
、
三
毒
五
悪
段
に
は
、
来
世
で
の
果
報
に
関
し
て
「
悪
業
が
次
の
世
で
報
い
る
」
と
い
う
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
代
表

的
な
箇
所
に
「
第
四
悪
」
が
あ
る
。

三
ー
一
、
「
第
四
悪
L

の
解
釈

今
世
作
悪
、

日
去
見
悪
追
之
。
身
濁
空
立
、
無
所
復
依
、
受
重
挟
語
。

『大』

童
傭
諸
善
、

今
世
作
悪
、
福
徳
重
偶
、

今
世
篇
悪
、
福
徳
重
滅
、

諸
善
鬼
神
各
去
離
之
。
身
猫
空
立
、
無
所
復
依
、
受
重
挟
語
。

『平』
『寿』

諸
善
紳
鬼
各
去
離
之
。
身
猫
空
立
、
無
所
復
依
。

毒
命
終
身
、
衆
悪
緯
障
、
自
然
迫
促
、
嘗
往
追
逐
、
不
得
止
息
。
自
然
衆
悪
、
共
趣
劃

E
。

寄
命
終
身
、

悪
緯
師
、
自
然
迫
促
、
嘗
往
迫
逐
、
不
得
止
息
。
自
然
衆
悪
、
共
趣
頓
乏
。

書
命
終
童
、
諸
悪
所
聞
、
自
然
迫
促
、

共
趣
奪
之
。

有
其
名
籍

在
紳
明
所
、
挟
答
引
牽
、
嘗
値
相
得
。
自
然
趣
向
、
受
過
誼
罰
。

其
有
名
籍

在
紳
明
所
、
挟
磐
引
牽
、
嘗
値
相
得
。
曽
往
趣
向
、
受
過
誼
罰
。

又
其
名
籍
記
在
神
明
、

挟
答
牽
引
、

嘗
往
趣
向
。



身
心
擢
砕
、
神
形
苦
極
、
不
得
離
却
。

但
得
前
行
、

入入入
於於其
火火火

需8需2鍾5

身
心
擢
砕
、
紳
形
苦
極
、
不
得
離
却
。

但
得
前
行
、

罪
報
自
然
、

無
従
捨
離
。

但
得
前
行
、

以
下
で
は
、
こ
の
部
分
の
『
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
現
代
語
訳
を
示
す
。

〈
浄
土
三
部
経
〈
文
庫
版
〉
本
願
寺
出
版
社

二
一
九
頁
》

こ
の
世
で
悪
を
犯
し
て
功
徳
が
尽
き
て
し
ま
え
ば
、
多
く
の
善
鬼
神
に
見
放
さ
れ
、

ひ
と
り
き
り
と
な
り
、
も
は
や
何
一
つ
頼
る

も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
て
寿
命
が
尽
き
る
と
、

こ
れ
ま
で
に
犯
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
悪
が
お
の
ず
か
ら
そ
の
身
に
集

ま
っ
て
き
て
、

そ
の
人
と
と
も
に
次
の
世
に
至
る
。
ま
た
天
の
神
が
そ
の
行
い
を
す
べ
て
記
録
し
て
い
る
か
ら
、

そ
の
罪
に
引
か

れ
て
行
く
べ
き
と
こ
ろ
へ
行
く
の
で
あ
る
。
罪
の
報
い
は
必
然
の
道
理
で
、
決
し
て
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
他
の
翻
訳
も
基
本
的
に
同
じ
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
寸
諸
悪
所
師
、
自
然
迫
促
、
共
趣
奪
之
」
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
『
浄
土
三
部
経
〈
文
庫

版
〉
』
訳
で
は
「
こ
れ
ま
で
に
犯
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
悪
が
お
の
ず
か
ら
そ
の
身
に
集
ま
っ
て
き
て
、

そ
の
人
と
と
も
に
次
の
世
に
至
る
L

と
し
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
の
訳
で
は
「
当
然
〔
悪
行
は
そ
の
者
を
〕
押
し
流
し
、

一
緒
に
〔
悪
し
き
世
界
へ
と
〕
至
る
」
と
す
る
。

と
も
に
「
悪
が
人
に
つ
い
て
き
て
次
の
世
ま
で
一
緒
に
行
く
L

い
う
考
え
方
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

、

そ
の
他
の
説

ま
た
、
こ
の
寸
悪
業
が
人
を
追
い
か
け
る
L

と
い
う
考
え
方
は
、
三
毒
五
悪
段
に
お
い
て
実
は
様
々
な
表
現
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
悪
」
の
一
考
察

五



三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
」
の
一
考
察

ム
ノ、

具
体
的
に
は
、
動
詞
「
追
」
「
追
逐
L

「蹄
L

「障
L

「
報
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
寸
ま
ず
『
無
量
寿
経
』
寸
第
二
悪
L

に
は
、

善
悪
過
一
帽
追
命
所
生
、
或
在
築
慮
、
或
入
毒
苦
。

善
悪
の
答
や
福
徳
が
命
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
ま
わ
り
、
あ
る
と
き
は
楽
処
に
生
ま
れ
、
あ
る
と
き
は
つ
ら
い
苦
し
み
の

処
に
入
る
。

と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
追
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
「
追
」
に
関
し
て
「
三
毒
段
(
損
悉
)
」

(
『
大
阿
弥
陀
経
』
)

善
悪
自
然
追
逐
f子に
生23は

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
寸
追
逐
」
(
追
い
か
け
る
)

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
追
」
以
外
の
表
現
と
し
て
は
、
寸
蹄
(
つ
い
て
く
る
ご
と
い

う
も
の
も
あ
る
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
1

第
四
悪
」
に
は

書
命
終
輩
、
諸
悪
所
障
、
自
然
迫
促
、
共
趣
頓
之
、

と
、
「
蹄
L

と
い
う
表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
揖
」
は
寸
つ
い
て
く
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
寸
諸
悪
が
帰
す
る

(
つ
い

て
く
る
ご
と
い
う
意
味
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
趣
旨
の
こ
と
が
寸
随
(
輿
)
」
と
い
う
表
現
で
も
説
か
れ
る
。
「
三
毒
段
(
愚
癒
)
」

は
自
然
非
悪
、
先
随
輿
之
、
恋
聴
所
属
、
待
其
罪
極
。

な
ど
の
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ら
と
同
様
の
表
現
に
寸
報
」
が
あ
る
。
「
第
五
悪
L

に
は

善
悪
報
庭
、
禍
福
相
承
、
身
白
嘗
之
、
無
誰
代
者
。

善
悪
は
報
い
、
禍
福
は
次
々
と
伝
わ
っ
て
い
く
。
自
分
で
そ
の
結
果
は
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
誰
も
代
わ
っ
て
く
れ
な
い
。



と
あ
る
。
「
報
臆
し
て

(
報
い
て
)
」
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
で
は
「
悪
業
が
人
を
追
い
か
け
る
」
と
い
う
考
え
方
が
説
か
れ
て
い
る
。

一
人
で
次
の
世
に
い
く
の
で
あ
る
が
、

そ
の
と
き
に
三
世
を
こ
え
て
悪
業
が
影
響
す
る
場
合
は
、
報
い
る
、

つ
い
て
い
く
、
追
い
か

け
て
い
く
、

と
い
う
よ
う
な
表
現
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
実
際
に
本
文
に
出
る
漢
字
と
し
て
は
「
報
」
を
は
じ
め
、

「
追
」
「
追
逐
」
「
蹄
」
寸
随
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
表
現
と
し
て
は
異
な
る
が
、
意
味
と
し
て
は
同
じ
く
「
悪
業
が
人
を
追
い

か
け
る

(
つ
い
て
い
く
)
」
と
い
う
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
。

三
三
、
ま
と
め

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
寸
善
悪
の
禍
福
が
追
う
(
次
世
ま
で
追
う
)
」
こ
と
は
、

む
し
ろ
こ
の
三
毒
五
悪
段
で
は
く
り
返
し
述
べ
ら
れ

る
中
心
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
で
は
こ
の
状
況
を
少
し
ま
と
め
て
表
に
し
た
。

第 第 第
五 四 段毒 毒段一
悪 悪 悪 場

( 

蹟悉
所

癒愚
) 

善悪
悪 善悪

非 善
業 や 悪
lま の の 悪 tま
報 報 名争 』ま 然自

描
l，，~ しE や 必 写、
カま
福徳 然的

過 そ
次福 の カま

は 人 命
、，
'-

次 に の れ
) 

々 集 生 ( 生
と ま ま そ じ
伝 り れ の る
わ る 人 と
つ 一 と

、，
、ー

て 緒
、，

ろ、ー
し= に ろ つ を
く 次 l，，~ 追。
の つ て つ
世 し= し= て
て く27 l，，~ 

しコ ま
。、d

く
く わ

。
。
る。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
愚
L

の
一
考
察

七



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
患
」
の
一
考
察

八

三
毒
五
悪
段
で
は
、
様
々
な
悪
業
と
そ
の
結
果
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
悪
業
の
結
果
が
来
世
に
も
た
ら

す
影
響
と
し
て
、
(
少
な
く
と
も
)
二
種
類
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

一
つ
は
「
次
の
輪
廻
に
わ
た
っ
て

(
二
人
の
人
聞
が
)
報
復
し

あ
う
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
業
報
が
行
者
を
追
い
か
け
る
(
そ
し
て
次
の
生
に
も
影
響
を
与
え
る
ご
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
前
者
の
ほ
う
は
二
カ
所
に
説
か
れ
る
。

(
お
)

と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
後
者
の
ほ
う
は
様
々
に
説
か
れ
、
三
毒
五
悪
段
の
基
調
と
な
る
考
え
方

ま
た
こ
の
相
違
は
別
の
視
点
か
ら
眺
め
て
い
く
と
、

一
人
の
人
間
の
輪
廻
の
話
を
し
て
い
る
の
か
、
二
人
の
人
聞
に
よ
る
同
時
的
な

輪
廻
の
話
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
文
は
、
こ
の
「
第
四
悪
」
の
今
提
示
し
た
両
現
代
語
訳
で
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
解
釈
・
思
想
、
す
な
わ
ち
「
悪
業
が
そ
の

人
と
と
も
に
次
の
世
に
至
る
」
で
も
っ
て
、
次
に
見
ら
れ
る
「
第
一
悪
」
の
部
分
も
翻
訳
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
主
旨
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
検
証
し
て
い
く
。

四
、
「
第
一
悪
」

の
解
釈

以
上
で
は
「
来
世
に
わ
た
っ
て
報
復
し
あ
う
関
係
」
と
「
来
世
に
業
が
影
響
す
る
」
と
い
う
考
え
方
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
似
て

い
る
よ
う
で
異
な
る
考
え
方
で
あ
る
。
筆
者
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
以
下
の
「
第
一
悪
」
の
部
分
で
あ
る
。
「
第
一
悪
」
は
、
五
悪

段
で
説
か
れ
る
五
悪
の
な
か
の
第
一
番
目
の
部
分
を
指
し
て
言
わ
れ
る
。



四
一
、
本
文

『大』

韓
貿
身
形
、
改
悪
易
道
。

害
命

短
長
。

『平』

書
命

韓
貿
其
身
、
改
形
易
道
。
所
受
書
命
或
長
或
短
。

短
長
。

『無』

魂
紳

精
識
自
然
入
趣
、
受
形
寄
胎
。

属
貿
身
形
、
改
悪
易
道
。

魂
神
命
精

魂
l神

自
然
入
趣
、
受
形
寄
胎
。

精
識
自
然
趣
之
。

嘗
猫
値
向
、
相
従
共
生
、
轄
相
報
償
、
嘗
相
還
復
。

嘗|嘗
猫|濁
値|値
向|向、E 、

相|相
従|従
共|共
生|生、E 、

更|轄
相|相
報|報
復|償、E 、

無|嘗
有|相
止腕還
己「復、I 0 

展
樽
其
中
、
世
世
累
劫
、
無
有
出
期
、
難
得
解
脱
、
痛
不
可
言
。

展
醇
其
中
、
世
世
累
劫
、
無
有
出
期
、
難
得
解
脱
、
痛
不
可
言
。

無
有
出
期
、
難
得
解
脱
、
痛
不
可
言
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
」
の
一
考
察

こ
の
「
第
一
悪
」
の
箇
所
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
か
ら
『
無
量
寿
経
』
へ
の
修
訂
の
度
合
い
は
大
き
く
な
く
、
ま
た
大
幅

挟
悪
禍
罰
、
衆
事
未
童
、
終
不
得
離
。

挟
悪
誼
罰
、
衆
事
未
童
、
終
不
得
離
。

未
輩
、
不
得
相
離
、

展
縛
其
中
、

九



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
患
」
の
一
考
察

四
O 

な
削
除
・
追
加
の
箇
所
も
な
い
。
意
味
も
細
部
で
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
ほ
ぽ
同
趣
旨
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

四
二
、
既
存
の
解
釈

中
園
、
朝
鮮
、
日
本
の
注
釈
書
は
(
こ
こ
に
対
す
る
注
釈
が
存
在
す
る
も
の
は
)

お
し
な
べ
て
寸
仕
返
し
説
」
で
解
釈
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
法
海
の
『
大
無
量
寿
経
辛
卯
録
』
に
は

嘗
濁
値
向
相
従
共
生
。
こ
の
三
悪
道
へ
趣
く
と
き
は
誰
も
伴
ふ
も
の
な
し
。
た
だ
猫
り
趣
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ど
も
此
世
に
於

て
相
手
と
な
り
敵
と
な
り
た
る
も
の
は
互
い
の
業
力
に
て
未
来
迄
同
じ
慮
に
一
所
に
生
れ
る
こ
と
な
り
。
更
相
報
復
。
未
来
ま
で

も
同
慮
に
互
に
妬
を
む
く
い
か
へ
す
こ
と
な
り
。

と
あ
り
、
「
互
い
の
業
力
で
同
じ
処
に
生
ま
れ
報
復
す
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
深
励
の
『
無
量
寿
経
講
義
』
で
は
、

嘗
濁
値
向
。
三
途
へ
趣
く
と
き
は
誰
れ
伴
ふ
も
の
は
な
い
濁
な
り
。
現
生
に
於
て
の
相
手
敵
は
同
じ
慮
に
生
れ
る
な
り
。
相
従
共

生
。
か
た
き
同
士
が
同
じ
や
う
に
生
ず
る
な
り
。
更
相
報
復
。
互
ひ
に
あ
だ
を
報
ず
る
な
り
。
(
中
略
)
無
有
止
己
。
此
世
の
か

た
き
を
と
れ
ば
未
来
で
取
ら
れ
る
。
世
世
に
止
む
こ
と
な
し

と
あ
り
、
「
敵
同
士
が
同
じ
と
こ
ろ
に
生
ず
る
」
と
し
て
寸
仕
返
し
説
」
で
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
『
無
量
寿
経
』
に
対
す
る
諸
現
代
語
訳
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

《
大
乗
仏
典
B
浄
土
三
部
経

中
央
公
論

一
ニ
九
頁
》

次
か
ら
次
へ
と
姿
を
変
え
、
形
を
改
め
て
、
次
の
世
界
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
の
身
の
う
け
る
寿
命
は
、
あ
る
と
き
は
長
く
、

あ
る
と
き
は
短
い
が
、
魂
や
そ
の
は
た
ら
き
も
、
必
ず
そ
の
身
を
離
れ
ず
に
つ
き
ま
と
う
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
、
た
だ
ひ
と
り
で
直



何
す
べ
き
は
ず
な
の
に
、
(
前
劃
の
怨
敵
が
)
あ
と
を
唱
っ
て
一
緒
に
生
ま
れ
、
互
い
に
輯
復
を
し
あ
っ
て
、

い
つ
果
て
る
こ
と
も
な

い
あ
り
さ
ま
と
な
る
。
悪
行
に
対
す
る
懲
罰
が
剰
わ
ら
な
い
う
ち
は
、
怨
献
と
離
料
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
苦

し
み
の
な
か
を
転
々
と
し
て
移
り
ま
わ
り
な
が
ら
、
・
:

《
浄
土
三
部
経
〈
文
庫
版
v
本
願
寺
出
版
社

ニ
O
三
頁
》

次
々
と
そ
の
身
を
変
え
姿
を
変
え
て
苦
し
み
の
世
界
を
め
ぐ
り
、
長
短
の
寿
命
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
こ
こ
ろ
は
お
の
ず
か
ら

行
く
べ
き
と
こ
ろ
に
行
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
た
と
え
ひ
と
り
で
行
っ
て
も
、
前
世
に
憎
み
あ
っ
た
も
の
同
士
は
同
じ
と
こ
ろ
に
生
ま

れ
あ
わ
せ
、

か
わ
る
が
わ
る
報
復
し
あ
っ
て
鳳
き
る
こ
と
が
な
く
、
犯
し
た
罪
が
消
え
な
い
眠
り
、
耳
い
に
醐
料
る
こ
と
州
司
き
な
い
。

こ
う
し
て
地
獄
や
餓
鬼
や
畜
生
の
世
界
を
転
々
と
・
.. 

《
浄
土
三
部
経
|
現
代
語
訳

浄
土
宗
総
合
研
究
所

一
回
三
頁
》

そ
の
身
を
転
じ
て
姿
も
住
む
世
界
も
取
り
替
え
る
。
具
わ
っ
た
寿
命
は
あ
る
い
は
長
く
、
あ
る
い
は
短
い
。
〔
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
〕

魂
は
こ
う
し
た
〔
悪
し
き
世
界
〕

に
赴
く
の
だ
。
〔
そ
れ
ぞ
れ
は
〕
独
り
で

〔
そ
こ
に
〕
|
向
か
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
ー
〔
そ
う
い
う

者
た
ち
は
同
じ
よ
う
に
)
み
な
次
々
と

〔
そ
こ
に
〕
生
ま
れ
る
の
だ
。
〔
そ
し
て
吋
互
い
に
や
り
合
っ
て
は
、

い
つ
ま
で
も
尽
き
る
こ

と
が
な
い
。
罪
深
い
悪
行
が
尽
き
果
て
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
互
い
に
離
れ
去
る
こ
と
な
ど
で
き
は
し
な
い
。
〔
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に

悪
し
き
世
界
に
〕
何
度
も
う
ま
れ
変
わ
り
、
.

こ
の
よ
う
に
、
現
代
語
訳
も
含
め
ほ
ぽ
す
べ
て
の
注
釈
書
は
こ
こ
を
「
仕
返
し
説
」
で
理
解
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
前
掲
の

J
一毒

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
恵
」
の
一
考
察

四



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
」
の
一
考
察

四

段
(
顕
悉
)
L

と
「
第
五
悪
の
直
後
」
の
二
カ
所
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
対
す
る
寸
仕
返
し
説
」
の
解
釈
が
後
押
し
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
。

四

問
題
点

寸
第
一
悪
L

の
傍
線
部
寸
嘗
濁
値
向
、
相
従
共
生
、
更
相
報
復
、
無
有
止
己
、
狭
悪
未
輩
、
不
得
相
離
L

で
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』

『
平
等
覚
経
』
が
寸
報
償
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
報
復
」
と
し
て
い
る
。
三
つ
の
現
代
語
訳
が
と
も
に
、

こ
こ
を
「
(
怨
敵
同
士
が
)
互
い
に
報
復
し
あ
う
」
と
い
う
先
ほ
ど
の
コ
ニ
毒
段
(
膿
悪
)
」
と
「
第
五
悪
の
直
後
」
と
同
じ
意
味

(
H

仕
返
し
型
)

で
理
解
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
「
三
毒
段
(
膿
意
)
」
の
箇
所
と
同
じ
よ
う
に
「
報
復
」
と
い
う
熟
語
を
使
用
し
て
い
る

が
、
本
当
に
意
味
と
し
て
も
同
じ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、
こ
の
箇
所
の
「
報
復
(
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
は
報
償
)
」

と
そ
れ
に
続
く
「
還
復
」
(
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
)
を
ど
の
よ
う
な
意
味
と
し
て
理
解
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
別
の
角
度
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
で
の
問
題
は
寸
共
生
」
(
共
に
生
ま
れ
る
)

と
は
、
何
が
共
に
生
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題

と
な
る
だ
ろ
う
。
は
た
し
て
こ
の
「
共
生
」
は
「
二
人
の
敵
対
す
る
人
聞
が
一
緒
に
生
ま
れ
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た

さ
ら
に
は
「
不
得
相
離
」
は
何
が
離
れ
な
い
の
か

(
は
た
し
て
怨
敵
と
離
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
)

と
い
う
こ
と
も
争
点
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
二
説
を
挙
げ
る
こ
と
で
指
摘
し
て
い
る
の
が
、
冒
頭
に
も
あ
げ
た
矩
範
の
『
無
量
寿
経
略
筆
』
で
あ
る
。
拒
範
は

以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

嘗
猫
値
向
者
、

ル
ヲ

自
業
自
得
無
ν
有
ニ
代
者
J

濁
自
値
ニ
向
其
慮
↓
也
。

相
従
共
生
者
、

唯
有
ニ
悪
業
一
相
従
共
生
ニ
彼
苦
慮
J

故
有
ニ
獄

中
羅
剃
苦
具
等
ベ
・
:
(
一
)



或
云
、
今
世
所
殺
之
者
相
従
後
生
一
共
生
二
一
慮
-
報
ν
怨。

(一一)

テ

ノ

ミ

シ

テ

ノ

ニ

ニ

猫
有
ニ
能
殺
之
人
-
値
ニ
向
其
怨
一
一
向
非
ν
齢。

故
言
=
嘗
濁
値
向
等
↓
・

こ
乙
で
は
ま
ず
「
悪
業
が
つ
い
て
き
て

(
報
い
て
)
悪
業
と
一
緒
に
苦
し
い
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
る
L

と
い
う
「
報
い
る
説
L

(

一
)
を

あ
げ
、
第
二
義
と
し
て
、
「
或
い
は
云
く
」
と
し
て
「
仕
返
し
説
」
(
二
)
を
出
し
て
い
る
。
同
一
の
本
文
か
ら
、
大
き
く
異
な
る
二
つ

の
解
釈
が
生
ま
れ
て
い
る
。

四

四

拙
訳

ま
た
、
続
い
て
「
第
一
悪
」
の
拙
訳
を
示
す
。

育
大
阿
弥
陀
経
』
第
一
一
患
の
拙
訳
》

次
々
と
姿
・
形
を
か
え
て
、
悪
(
道
)
を
改
め
て

(
経
験
し
て
道
(
趣
)
を
か
え
る
。
寿
命
は
短
い
。

心
は
自
然
に
境
界
に
入
り
、
形
を
受
け
受
胎
す
る
。
た
だ
ひ
と
り
で
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

(
業
の
果
が
)

と
も
に
つ
い
て
き

て、

へ
め
ぐ
っ
て
報
い
、

ま
た
そ
こ
で
影
響
を
及
岡
山
す
(
つ
い
て
く
る
)
。
悪
に
よ
る
罰
は
多
く
は
い
ま
だ
に
つ
き
ず
、
ず
っ
と
離
れ

制
州
叫
|
か
わ
る
が
わ
る
つ
い
て
ま
わ
っ
て
、
世
々
に
劫
を
重
ね
る
が
、
出
離
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
解
放
さ
れ
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
、

(
犯
)

そ
の
つ
ら
さ
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

《
『
無
量
寿
経
』
第
一
一
患
の
拙
訳
》

次
々
と
身
を
か
え
て
、
姿
形
を
か
え
、
道
(
趣
)
を
か
え
る
。
(
そ
こ
で
)
受
け
る
寿
命
は
、
長
い
と
き
も
あ
り
短
い
と
き
も
あ
る
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
患
」
の
一
考
察

四



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
」
の
一
考
察

四
四

h

同』

心
は
自
然
に
そ
こ
に
行
く
。
た
っ
た
ひ
と
り
で
そ
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
(
業
の
果
が
つ
い
て
き
て
)
そ
れ
と
と
も
に
生

じ

つ
ぎ
つ
ぎ
と

(
前
世
の
行
い
の
果
)
が
報
い
て
き
て
、

そ
れ
が
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
悪
(
の
省
)
は
い
ま
だ
に
つ
き
ず
、
離
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
(
そ
う
や
っ
て
)
そ
の
な
か
を
転
々
と
し
て
い
き
、
出
離
す
る
と
き
は
ま
っ
た
く
訪
れ
ず
、
解
放
さ
れ
る
こ
と

が
む
ず
か
し
く

そ
の
つ
ら
さ
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
l

五
、
語
義
解
釈
の
相
違
点

「
第
一
悪
」
の
当
該
箇
所
は
、
以
下
に
示
す
四
点
が
連
続
し
て
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
意
味
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
偶
然
が
重
な
っ
た

た
め
、
二
説
が
生
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
l

五
1

一
、
語
義
解
釈
の
相
違
点
①
「
共
生
」

傍
線
部
の
「
共
生
」
に
対
し
て
「
敵
対
す
る
こ
人
が
一
緒
に
生
ま
れ
る
」
の
で
は
な
く
、
筆
者
は
「
悪
業
(
の
笹
)
が

(
つ
い
て
き

て
)
と
も
に
生
ま
れ
て
い
く
L

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

も
し
こ
の
「
悪
業
(
の
答
)
が

(
つ
い
て
き
て
)

と
も
に
生
ま
れ
て
い
く
」
と
い
う
解
釈
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
に
続
く
「
挟
悪

未
輩
、
不
得
相
離
」
と
の
意
味
の
連
携
も
よ
く
な
り
、
「
第
一
悪
」

の
こ
の
周
辺
の
文
章
全
体
を
通
じ
て
一
人
の
人
間
の
悪
業
の
来
世

へ
の
影
響
を
話
題
に
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
意
味
も
統
一
的
な
も
の
と
な
る
。

四
五
二
、
語
義
解
釈
の
相
違
点
②
「
嘗
濁
値
向
」

ま
た
、
「
嘗
濁
値
向
」
の
意
味
あ
い
も
か
わ
っ
て
く
る
。
諸
現
代
語
訳
に
あ
る
よ
う
に
「
本
来
な
ら
た
だ
ひ
と
り
で
向
か
っ
て
行
く



は
ず
な
の
に
、
(
前
世
の
怨
敵
が
)
あ
と
を
追
っ
て
一
緒
に
生
ま
れ
L

と
い
う
解
釈
は
、

よ
く
考
え
る
と
そ
の
前
半
の
譲
歩
部
分
は
不

必
要
な
文
言
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
一
人
の
人
間
(
と
も
う
一
人
の
人
間
ご
と
の
関
係
で
「
独
り
」
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
一

人
の
人
間
(
と
そ
の
人
の
つ
く
っ
て
き
た
業
省
)
し
と
い
う
関
係
で
「
独
り
」
と
言
っ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。
後
者
の
ア
イ
デ
ア

の
場
合
、
「
た
っ
た
ひ
と
り
で
そ
こ
へ
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
(
業
の
果
が
つ
い
て
き
て
)
そ
れ
と
と
も
に
生
じ
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と

(
前
世
の
行
い
)
が
報
い
て
き
て
」
と
な
り
、
「
嘗
濁
値
向
」
の
文
言
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
。

四
五
三
、
語
義
解
釈
の
相
違
点
③
「
挟
悪
未
童
、
不
得
相
離
」

「
挟
悪
未
童
、
不
得
相
離
」
の
箇
所
も
、
「
(
犯
し
た
罪
が
消
え
な
い
た
め
)
敵
対
す
る
こ
人
が
な
か
な
か
離
れ
ら
れ
な
い
L

の
で
は

な
く
、
そ
の
直
前
の
語
か
ら
関
係
さ
せ
て
解
釈
し
、
寸
(
過
去
に
犯
し
た
)
悪
の
径
が
ま
だ
な
く
な
ら
ず
、
(
そ
の
悪
が
)
な
か
な
か
は

な
れ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
筆
者
は
理
解
す
る
。

つ
ま
り
「
挟
悪
」
と
い
う
語
が
「
不
得
相
離
L

の
主
語
に
な
っ
て
い
る
と
判

断
す
る
。
こ
こ
で
は
三
世
に
わ
た
っ
て
業
が
影
響
を
及
ぽ
す
と
い
う
仏
教
の
考
え
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
う
ち
の
「
不
得
相
離
」
の
部
分
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
で
は
、
「
終
不
得
離
」
と
な
っ
て
お
り
、
諸
現
代
語
訳

が
寸
互
い
に
L

と
翻
訳
す
る
根
拠
と
し
て
い
る
「
相
L

の
字
も
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
「
二
人
が
互
い
に
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う

諸
訳
の
説
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』

の
対
応
箇
所
か
ら
は
支
持
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
、
『
大
阿
弥
陀

経
』
『
平
等
覚
経
』
に
は
、
「
挟
悪
禍
(
誼
)
罰
、
衆
事
未
童
、
終
不
得
離
」
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
寸
悪
に
よ
る
罰

は
多
く
は
未
だ
に
つ
き
ず
、
ず
っ
と
離
れ
な
い
。
」
と
い
う
意
味
以
外
に
多
様
な
解
釈
を
挟
む
余
地
は
な
吋
r

ち
な
み
に
、
こ
の
「
不
得
相
離
」
と
全
く
同
じ
四
字
は
先
ほ
ど
の
三
毒
段
の
引
用
で
も
確
認
さ
れ
る
。

然
含
毒
畜
怒
結
憤
精
神
、
自
然
魁
識
、
不
得
相
離
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
患
」
の
一
考
察

四
五



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
恵
」
の
一
考
察

四
六

そ
こ
で
は
同
じ
っ
不
得
相
離
」
と
い
う
語
に
対
し
て
三
つ
の
現
代
語
訳
は
揃
っ
て
「
憤
り
(
と
い
う
悪
の
思
い
)

か
ら
は
な
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
上
に
出
て
き
た
も
の
を
主
語
に
採
用
し
て
寸
そ
れ
が
離
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
点
で
、

「
第
一
悪
」
を
「
悪
は
い
ま
だ
に
つ
き
ず
、
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
解
釈
し
た
場
合
と
同
じ
方
向
性
を
も
っ
翻
訳
を
行
っ
て
お

り
、
寸
怨
敵
と
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
は
し
て
い
な
い
。

ま
た
「
不
得
相
離
」
に
近
い
語
形
で
あ
る
「
不
得
離
却
」
と
い
う
語
句
が
先
述
し
た
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
寸
第
四
悪
」
に

も
見
ら
れ
る
。
再
度
引
用
す
る
。

『大』

身
心
擢
砕
、
紳
形
苦
極
、
不
得
離
却
。

平

身
心
擢
砕
、
神
形
苦
極
、
不
得
離
却
。

『無』

罪
報
自
然
、

無
従
捨
離
。

こ
こ
に
対
す
る
三
つ
の
現
代
語
訳
(
『
無
量
寿
経
』

で
あ
る
が
)
は
先
述
し
た
よ
う
に
「
罪
の
報
い
は
必
然
で
あ
っ
て
、
離
れ
て
い

と
編
輯
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
明
ら
か
に
「
罪
の
報
い
が
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う

っ
て
く
れ
な
い
。
」
(
罪
報
自
然
、
無
従
捨
離
)

理
解
を
示
し
て
お
り
、
「
怨
敵
と
離
れ
ら
れ
な
い
」
と
は
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
「
第
五
悪
」
に
も

臆
其
所
行
、
挟
答
追
命
、
無
得
縦
捨
。

と
あ
り
、
寸
不
得
相
離
L

と
類
似
し
た
「
無
得
縦
捨
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
諸
現
代
語
訳
は
「
告
が
追
い
か
け
て
き
て
、

行

者
は
)

そ
の
径
を
捨
て
さ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
文
章
全
体
が
今
回
の
「
第
一
悪
」
を

寸
悪
業
が
報
い
る
」
と
と
っ
た
場
合
と
全
く
同
じ
意
味
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

も
し
こ
の
「
第
一
悪
」
の
寸
不
得
相
離
」
だ
け
を
「
(
怨
敵
と
)
離
れ
ら
れ
な
い
L

と
翻
訳
し
た
場
合
、

そ
の
訳
は
三
毒
五
悪
段
の



中
で
、
孤
立
し
た
解
釈
と
な
っ
て
し
ま
い
、
解
釈
者
の
恋
意
性
が
入
っ
た
可
能
性
が
出
て
く
る
。
全
体
の
統
一
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、

「
第
一
悪
」
の
「
不
得
相
離
」
は
「
(
過
去
に
犯
し
た
)
悪
の
径
が
、
な
か
な
か
は
な
れ
な
い
」
と
解
釈
す
る
ほ
う
が
穏
当
で
あ
る
。

結
局
、
「
離
れ
ら
れ
な
い

(
不
得
相
離
)
」
と
い
う
こ
と
は
、
別
の
角
度
か
ら
言
え
ば
次
に
見
る
よ
う
に
「
(
必
ず
)
報
い
る
H
報
復
」

「
つ
い
て
く
る
」
こ
と
で
あ
り
、
乙
の
「
第
一
悪
」
の
「
嘗
猫
値
向
、
相
従
共
生
、
更
相
報
復
、
無
有
止
己
、
挟
悪
未
輩
、
不
得
相

離
」
と
い
う
一
連
の
文
は
、
同
一
の
こ
と
を
違
う
角
度
か
ら
二
度
く
り
返
し
述
べ
て
い
る
(
た
た
み
か
け
て
い
る
)
と
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

四
五
四
、
語
義
解
釈
の
相
違
点
④
「
報
復
」
(
「
報
償
」
寸
還
復
」
)

次
に
、
今
回
の
「
第
一
悪
」
で
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
こ
ろ
の
寸
報
復
」
「
報
償
」
「
還
復
L

と
い
う
熟
語
に
つ
い
て
見
て

い
く
。
再
度
引
用
す
る
。

『大』

嘗
濁
値
向
、
相
従
共
生
、
轄
相
報
償
、
嘗
相
還
復
。

『平』

嘗
濁
値
向
、
相
従
共
生
、
轄
相
報
償
、
嘗
相
還
復
。

『無』

嘗
濁
値
向
、
相
従
共
生
、
更
相
報
復
、
無
有
止
己
、

今
回
の
箇
所
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』
間
で
の
変
更
は
大
き
く
な
い
た
め
、
『
無
量
寿
経
』
に
あ
る
「
報
復
L

の
語
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
の
「
報
償
」
と
同
じ
意
味
合
い
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
な
意
味
で
使
用
で
あ
る
こ
と
が
本
来

望
ま
し
い
。
と
こ
ろ
で
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
に
あ
る
「
報
償
」
は
(
後
に
見
る
よ
う
に
)
無
量
の
寿
経
類
で
は
「
報
い
る
」

の
意
味
で
の
使
用
の
み
で
あ
り
、
そ
の
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
第
一
悪
L

で
「
仕
返
し
」
と
い
う
意
味
で
使
用
し
た
と
は

考
え
に
く
い
。
ま
た
「
三
毒
段
(
膿
悉
)
」
や
「
第
五
悪
の
直
後
の
箇
所
L

の
よ
う
に
「
小
微
よ
り
、
大
劇
苦
に
い
た
る
」
と
い
う
よ

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
L

の
一
考
察

四
七



三
毒
五
悪
段
寸
第
一
一
患
L

の
一
考
察

四

^ 

う
な
表
現
が
「
第
一
悪
」
の
こ
の
部
分
の
周
辺
に
な
い
こ
と
も
「
仕
返
し
」
と
と
る
べ
き
で
な
い
理
由
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
で
は
、
こ
の
対
応
箇
所
は
「
嘗
濁
値
向
、
相
従
共
生
、
韓
相
報
償
、
嘗
相
還
復
。
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
「
嘗
相
還
復
」
と
い
う
語
が
加
わ
っ
て
お
り
、
対
句
的
な
形
で
強
調
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
出
て
く
る

「
還
復
」
に
は
「
報
復
す
る
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
例
は
な
い
。
筆
者
は
こ
の
「
還
復
」
も
「
か
え
っ
て
く
る
リ
報
い
る
」
と
い
う

意
味
を
示
し
、
「
(
怨
敵
が
)
報
復
す
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
と
考
え
る
。

四
五
四
一
、
「
報
復
」
「
報
償
」
「
還
復
」
の
使
用
例

次
に
「
報
復
L

「
報
償
L

の
語
の
解
釈
の
妥
当
性
(
寸
報
い
る
」
の
意
味
で
の
使
用
が
、
当
時
は
た
し
て
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
)
を
検

証
し
て
い
く
。
ま
ず
無
量
寿
経
類
で
の
使
用
例
、
次
に
仏
典
で
の
使
用
例
、

そ
し
て
、
同
時
代
の
外
典
で
の
使
用
例
を
見
て
い
く
。

四
l

五
l

四
l

二
、
無
量
寿
経
類
で
の
用
例

『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』
に
み
ら
れ
る
「
報
復
L

「
報
償
L

「
還
復
」
の
語
の
他
の
使
用
例
を
見
て
い
く
。
ま
ず
、

「
報
償
」
の
語
は
『
無
量
寿
経
』
「
第
五
悪
」
に
み
ら
れ
る
。

父
母
教
語
、
膿
目
怒
慮
。
言
令
不
和
、
違
戻
反
逆
、
不
如
無
子
。
取
輿
無
節
、
衆
共
患
厭
。
負
恩
違
義
、
無
有
報
償
之
心
。
貧
窮

困
乏
、
不
能
復
得
。
事
較
縦
奪
、
放
恋
遊
散
。

こ
こ
で
は
、
寸
報
償
」
は
「
(
恩
義
に
)
報
い
る
し
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
上
巻
の
箇
所
で
は
、

不
信
施
貸
後
得
報
償
、
復
不
信
作
善
後
世
嘗
得
其
福



と
あ
る
。
こ
こ
で
は
寸
施
貸
し
た
こ
と
が
、
後
に
報
う
(
か
え
っ
て
く
る
ご
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら

考
え
て
も
、
「
第
一
悪
」
の
当
該
箇
所
(
報
償
/
報
復
)
も
こ
の
よ
う
に
「
報
い
る
」
と
解
釈
し
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

ま
た
先
述
し
た
が
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
「
第
五
悪
の
直
後
」
に
寸
報
臆
」
と
い
う
語
も
見
ら
れ
る
。

善
悪
報
臆
、
禍
福
相
承
、
身
自
嘗
之
、
無
誰
代
都

そ
こ
で
は
、
善
悪
の
禍
福
が
報
い
て

(
報
臆
)
受
け
継
い
で
い
く
(
日
つ
い
て
い
く
)
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
「
相
承
(
受
け
つ
い

で
い
く
)
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
寸
還
復
L

に
つ
い
て
は
、
『
無
量
寿
経
』
に

I
l
l
-
-
L旬

欲
令
至
頚
、
水
即
至
頚
。
欲
令
濯
身
、
自
然
濯
身
。
欲
令
還
復
、
水
瓢
還
復
。

と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』
で
は
合
計
十
例
あ
る
が
、
す
べ
て
「
も
と
に
戻
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
問
題
の
「
第
一
悪
」
で
の
用
例
で
も
お
そ
ら
く
「
(
本
人
の
)
も
と
に

(
告
が
)

か
え
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
「
仕
返
し
す
る
」
と
い
う
意
味
よ
り
は
、
「
報
い
る
L

と
い
う
意
味
に
近
い
用
例
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
寸
報
償
」
「
報
復
L

「
還
復
L

を
「
過
去
に
行
っ
た
こ
と
が
報
い
る
」
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
は
無
量
寿
経
類
で

は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
実
際
は
多
く
の
用
例
が
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

四
l

五
l

四
l

三
、
無
量
寿
経
類
以
外
の
仏
典
の
用
例

仏
教
内
の
他
経
典
で
の
使
用
を
見
る
と
、

た
と
え
ば
失
訳
『
僻
説
鬼
子
母
経
』
で
は
、

「
願
悌
哀
我
。
我
欲
止
傍
精
舎
傍
。
我
欲
呼
千
子
王
。
我
欲
使
輿
偽
結
要
。
我
欲
報
復
天
上
天
下
人
恩
。
」

悌
言
「
善
哉
、
如
汝
有
是
意
大
善
」
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
」
の
一
考
察

四
九



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
」
の
一
考
察

五
O 

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
(
恩
に
)
報
い
る
」
と
い
う
意
味
で
寸
報
復
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

四
五
四
四
、
仏
典
以
外
の
用
例

仏
典
以
外
で
は
、

ま
ず
「
報
復
」
に
は

諸
嘗
有
恩
者
、
皆
報
復
意
。
(
『
漢
書
』
朱
買
臣
伝
)

と
あ
り
、
「
思
に
報
い
る
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

一
誰
之
徳
、
畦
肱
之
怨
、
無
不
報
復
。
(
『
三
国
志
』
萄
志
、
法
正
伝
)

と
あ
り
、
寸
徳
」
や
「
怨
」
が
「
報
い
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
影
響
が
出
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
報
復
」
と
い
う
熟
語
の
一
部
を
形
成
し
て
い
る
寸
復
」
と
い
う
漢
字
一
字
で
も

以
復
天
子
厚
恩
(
『
漢
書
』
旬
奴
伝
)

と
あ
る
な
ど
、
「
(
天
子
の
厚
患
に
)
む
く
い
る
」
と
い
う
意
味
で
の
使
用
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寸
恩
」
や

寸徳
L

や
「
怨
」
が
報
い
る
こ
と
は
、
三
毒
五
悪
段
で
く
り
返
し
説
か
れ
る
考
え
方
と
同
じ
で
あ
る
。

一
方
で
、
「
報
復
」
を
「
仕
返
し
を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
例
も
同
時
期
に
は
確
か
に
存
在
し
て
い
た
が
、

と
り
あ
え
ず

「
報
い
る
L

と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
例
が
同
時
代
の
仏
教
内
外
の
テ
キ
ス
ト
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

「
第
一
悪
」
の
当
該
箇
所
は
「
三
毒
段
」
「
五
悪
段
の
直
後
L

の
箇
所
の
側
の
も
の
と
し
て
も
一
応
理
解
で
き
る
し
、
「
第
四
悪
」
を

は
じ
め
と
し
て
く
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
「
悪
業
が
次
の
世
で
報
い
る
L

側
の
意
味
と
し
て
も
理
解
で
き
る
文
言
の
並
び
を
も
っ
た
箇
所

で
あ
る
。
実
に
両
方
の
考
え
方
と
し
て
も
読
め
る
文
言
の
並
び
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
の
注
釈
で
は
、

一
貫
し
て
「
仕
返
し

説
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
周
辺
の
様
々
な
状
況
(
寸
共
生
」
、
「
嘗
濁
値
向
」
寸
挟
悪
未
霊
、
不
得
相
離
」
、
「
報
復
L

の



四
つ
の
相
違
点
)

の
伝
統
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
「
第
四
悪
」
の
よ
う
な
「
悪
業
が
次

の
世
で
報
い
る
L

と
い
う
側
で
理
解
す
る
ほ
う
が
妥
当
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
現
代
語
訳
は
、
少
し
強
引
に
「
仕
返
し
説
L

の

と
、
先
行
す
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』

方
向
へ
結
び
つ
け
て
翻
訳
を
し
て
し
ま
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

『
平
等
覚
経
』

「
第
一
悪
し
の
こ
の
箇
所
を
「
悪
業
が
次
の
世
で
報
い
る
」
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
『
大
阿
弥
陀
経
』

お
そ
ら
く
『
無
量
寿
経
』
に
お
い
て
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

で
は
当
て
は
ま
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
し
て
、

わ
れ
る
。

四
六
、
文
脈
か
ら
の
検
討

今
回
の
「
第
一
悪
」
で
は
、
こ
の
箇
所
に
い
た
る
ま
で
「
悪
に
よ
っ
て
次
生
に
苦
悩
を
受
け
る
」
と
い
う
話
を
く
り
返
し
行
っ
て
い

た
。
そ
の
流
れ
の
な
か
で
「
仕
返
し
L

と
い
う
意
味
の
「
報
復
L

が
テ
1
マ
に
な
る
こ
と
は
、
文
脈
的
に
唐
突
で
あ
り
、
不
自
然
な
印

象
を
与
え
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
直
前
の
寸
三
毒
段
(
膜
悉
)
」
に
出
る
「
仕
返
し
説
」
と
同
じ
組
合
せ
の
熟
語
(
報
復
)
に
引
き

ず
ら
れ
た
た
め
、
諸
現
代
語
訳
は
「
仕
返
し
」
の
意
味
で
あ
る
「
報
復
L

と
い
う
語
で
あ
る
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
寸
報

復
」
と
い
う
単
語
に
対
し
て
「
仕
返
し
の
意
味
の
報
復
で
あ
る
」
と
い
う
理
解
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
そ
の
「
仕
返
し
」
と
い
う

意
味
に
辻
棲
が
合
う
よ
う
に
、
周
辺
の
翻
訳
を
調
整
し
て
い
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
(
こ
の
周
辺
は
た
ま
た
ま
様
々
に
読
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
語
の
配
列
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
)

一
方
で
、
こ
こ
を
「
報
い
る
説
」
と
し
て
考
え
た
場
合
、
「
悪
に
よ
っ

て
次
生
に
苦
悩
を
受
け
る
L

と
い
う
流
れ
に
添
い
、
文
脈
的
に
自
然
な
も
の
と
な
る
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
悪
」
の
一
考
察

五



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
」
の
一
考
察

五

五
、
ま
と
め

三
毒
五
悪
段
で
は
、
様
々
な
悪
業
と
そ
の
結
果
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
悪
業
の
結
果
が
来
世
に
も
た
ら
す
影
響
と
し
て
、

少

な
く
と
も
)
二
種
類
の
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

一
つ
は
「
次
の
輪
廻
に
わ
た
っ
て
報
復
し
あ
う
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
「
業
報
が
行
者
を
追
い
か
け
る
(
そ
し
て
次
の
生
に
も
影
響
を
与
え
る
ご
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
「
第
一
悪
」
の
部
分

は
、
あ
る
偶
然
(
「
報
復
L

と
い
う
語
の
も
つ
二
義
性
)
が
重
な
り
、
諸
現
代
語
訳
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
寸
次
の
輪
廻
に
わ
た
っ

て
報
復
し
あ
う
」
と
い
う
方
向
性
の
翻
訳
が
、
長
い
間
説
得
力
を
持
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
諸
現
代
語
訳
と
は
異

な
り
、
寸
業
が
そ
の
人
に
つ
い
て
き
て
報
い
る
」
(
矩
範
『
略
筆
』
の
第
一
義
一
唯
有
ニ
悪
業
-
相
従
共
生
ニ
彼
苦
慮
イ
)
と
い
う
意
味
で

理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
主
張
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
ま
と
め
る
と
以
下
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

-
「
仕
返
し
説
」
は
「
第
一
悪
」
の
前
後
の
文
脈
か
ら
は
唐
突
で
不
自
然
で
あ
る
。

-
寸
第
一
悪
」
で
は
他
の
二
箇
所
と
異
な
り
「
小
徴
よ
り
大
劇
に
い
た
る
」
な
ど
の
言
説
と
一
緒
に
説
か
れ
て
い
な
い
。

-
対
応
す
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
を
「
仕
返
し
説
L

で
翻
訳
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
「
報
復
」
を
「
仕
返
し
」
で
は
な
く
「
報
い
る
L

と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
選
択
が
よ
り
よ
い
。
業

(
悪
業
)
が
次
の
世
界
に
影
響
を
現
し
た
と
い
う
意
味
で
「
報
復
」
(
報
、
復
、
報
償
、
還
復
)
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
実
際
に
三
毒
五
悪
段
で
説
か
れ
て
い
た
業
報
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
悪
業
と
い
う
も
の
が
物
質
の
よ
う
に
人
に
つ
い
て
い
く
」
と

い
う
よ
う
に
、
当
時
の
他
界
観
が
素
朴
に
表
現
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
ち
ら
の
ほ
う
の
業
の
考
え
方
が
む
し
ろ
三
毒
五

悪
段
に
お
い
て
何
度
も
繰
り
返
し
語
ら
れ
た
業
の
考
え
方
で
あ
る
。

矩
範
の
『
無
量
寿
経
略
筆
』
で
提
示
さ
れ
た
第
一
説
(
業
報
が
行
者
を
追
い
か
け
る
)

は
、
現
代
で
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た



が
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
説
が
再
評
価
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

『
無
量
寿
経
』

の
現
代
語
訳
に
お
い
て
不
明
な
点
、
不
備
の
あ
る
点
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
を
参
照
す
る
と
、

そ
の
一

番
穏
当
な
解
釈
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
な
か
で
も
三
毒
五
悪
段
は
、
特
に
難
解
な
漢
字
が
並
ん
で
お
り
、
未
だ
十
分
に
解
明
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
辛
嶋
氏
の
ヨ
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
L

研
究
を
は
じ
め
、
よ
り
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
『
大
阿
弥
陀
経
』

『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』

の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
明
が
進
む
こ
と
が
待
た
れ
る
。

略
号『
大
正
蔵
』
三
大
正
新
修
大
蔵
経
』

『
浄
真
全
』
一
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』

註(
l
)

た
と
え
ば
輪
廻
を
説
く
場
合
で
も
、
三
悪
道
だ
け
を
輪
廻
す
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
な
ど
、

る。

(
2
)

『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
の
「
第
一
一
怒
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

(
3
)

『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
六
上
七
、
『
浄
真
全
』

I
、
五
七
・
八
。

(4)

基
本
的
に
は
、
高
麗
版
を
基
準
と
し
た
。
異
本
に
重
要
な
情
報
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、
適
宜
注
で
示
す
。

(5)

辛
嶋
静
志
「
初
期
漢
訳
仏
典
の
原
語
の
研
究
」
『
奥
田
聖
嬢
先
生
煩
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
(
佼
成
出
版
社
、
二

O
一四)、

八
九
四
頁
。
『
平
等
覚
経
』
も
同
様
に
守
大
阿
弥
陀
経
』
を
見
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
6
)

こ
こ
で
載
せ
る
『
大
』
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
を
、
『
平
』
は
『
平
等
覚
経
』
を
、
『
無
』
は
『
無
量
寿
経
』
を
指
す
。
ま
た
本
文
は
旧
字

体
で
表
記
し
、
句
読
点
、
記
号
、
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
。
時
代
的
に
前
の
も
の
に
比
べ
て
変
化
が
あ
る
と
こ
ろ
は
文
字
を
ゴ
シ
ッ
ク
体

に
し
た
。

(7)

無
量
寿
経
類
の
諸
本
対
照
本
に
は
香
川
孝
雄
『
無
量
寿
経
の
諮
本
対
照
研
究
』
(
永
田
文
昌
堂
、

い
く
つ
か
の
特
異
性
が
あ

一
九
八
四
)
、
大
田
利
生
『
無
量
寿
経

三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
」
の
一
考
察

五



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
L

の
一
考
察

五
四

漢
訳
五
本
党
本
蔵
訳
対
照
』
(
永
田
文
昌
堂
、
三

O
O五
)
が
あ
る
。
二
一
毒
五
悪
段
は
特
に
異
聞
が
少
な
い
た
め
、
よ
り
細
か
い
対
照
本

の
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
先
行
書
を
参
照
し
て
よ
り
細
か
い
も
の
を
考
え
た
。

(
8
)

『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
二
上
二
八
、
『
浄
真
全
』

I
、
一
七
五
・
一
。

(
9
)

『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
九
四
上
一
五
、
『
浄
真
全
』

I
、
二
六
五
・
三
。

(
叩
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
四
下
一
九
、
『
浄
真
全
』

I
、
五
二
・
九
。

(
日
)
『
無
量
寿
経
』
に
は
い
く
つ
か
の
現
代
語
訳
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
こ
こ
に
あ
げ
た
三
つ
が
比
較
的
新
し
く
か
っ
細
か
く
翻
訳

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
語
句
解
説
や
注
釈
も
あ
り
、
参
考
と
な
る
点
が
多
々
あ
り
、
普
及
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
他
、

坪
井
俊
英
『
浄
土
三
部
経
概
説
』
(
法
蔵
館
、
一
九
九
六
)
、
柏
原
祐
義
『
浄
土
三
部
経
講
義
』
(
平
楽
寺
書
底
、
一
九
八

O
)
な
ど
も
存

在
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
説
で
あ
り
、
煩
墳
と
な
る
た
め
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

(
ロ
)
傍
線
部
に
関
し
て
、
『
浄
土
三
部
経
〈
文
庫
版
〉
』
(
本
願
寺
出
版
社
、
一
七
七
頁
)
で
は
、
「
後
に
は
ま
た
と
も
に
同
じ
世
界
に
生
ま
れ

て
対
立
し
、
か
わ
る
が
わ
る
報
復
し
あ
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
し
、
『
浄
土
三
部
経
現
代
語
訳
』
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、

一
三
三
頁
)
で
は
、
「
〔
い
ず
れ
〕
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、
そ
の
相
手
と
対
面
し
、
お
互
い
報
復
し
合
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
」
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
大
も
と
と
な
る
『
大
阿
弥
陀
経
』
も
現
代
語
訳
が
存
在
し
、
寸
双
方
、
生
ま
れ
変
わ
っ
て
出
会
い
、
互
い
に
報
復

し
あ
う
は
ず
で
あ
る
。
」
と
あ
る
(
辛
嶋
静
志
、
ョ
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
八
」
守
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
一
四
号
、
二

O
O七、

七
貰
)
。
い
ず
れ
も
同
様
の
意
味
と
な
っ
て
い
る
。

(
日
)
他
の
研
究
者
の
ま
と
め
方
と
し
て
は
、
例
え
ば
龍
口
氏
は
「
総
括
的
に
五
悪
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
L

(

龍
口
明
生
「
無
量
寿
経
の
五

悪
段
と
在
家
者
」
『
宗
教
研
究
』
四
回
、
二

O
O
一
、
一
九
三
頁
)
な
ど
と
し
て
い
る
。

(
は
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
五
中
一

O
、
『
浄
真
全
』

I
、
一
八
八
・
二
。

(
日
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
二
九
七
中
一
三
、
『
浄
真
全
』

I
、
二
七
八
・
一
四
。

(
日
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
七
中
一
て
『
浄
真
全
』

I
、
六
二
・
一
四
。

(
口
)
傍
線
部
に
関
し
て
、
『
浄
土
三
部
経
〈
文
庫
版
〉
』
(
本
願
寺
出
版
社
、
二
三
三
頁
)
で
は
、
寸
長
い
時
を
経
て
ふ
た
た
び
人
間
界
に
生
ま

れ
で
も
、
ま
た
互
い
に
憎
み
あ
っ
て
、
小
さ
な
悪
か
ら
始
ま
り
大
き
な
悪
を
犯
す
よ
う
に
な
る
。
L

と
し
、
『
浄
土
三
部
経
現
代
語
訳
』

(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
一
五
六
頁
)
で
は
、
「
〔
世
間
の
人
々
は
三
悪
道
で
の
苦
し
み
が
〕
久
し
く
続
い
た
そ
の
後
で
も
互
い
に
逆
恨
み

し
合
う
。
〔
は
じ
め
は
〕
他
愛
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
が
、
つ
い
に
は
と
ん
で
も
な
い
悪
行
に
な
る
。
」
と
し
て
い
る
。



(
国
)
『
大
正
蔵
』
一
一
一
、
=
二
四
下
五
、
『
浄
真
全
』

I
、
一
八
五
・
三
。

(
四
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
九
六
下
一

O
、
『
浄
真
全
』

I
、
二
七
六
・
二
。

(
却
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
二
七
六
下
二
ハ
、
『
浄
真
全
』

I
、
六

0
・八。

(
幻
)
傍
線
部
周
辺
に
関
し
て
、
『
浄
土
三
部
経
|
現
代
語
訳
』
(
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
一
五

O
頁
)
で
は
、
「
〔
そ
れ
ま
で
の
〕
悪
行
〔
の
報

い
〕
が
〔
そ
の
者
の
身
に
〕
寄
り
集
ま
る
。
当
然
〔
悪
行
は
そ
の
者
を
〕
押
し
流
し
、
一
緒
に
〔
悪
し
き
世
界
へ
と
〕
至
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
者
の
名
前
が
天
地
の
神
々
が
持
つ
〔
悪
人
専
用
の
〕
名
簿
に
記
さ
れ
、
〔
そ
の
〕
罪
が
〔
そ
の
者
の
身
を
〕
引
っ
張
っ
て
、
〔
そ

の
者
は
〕
行
く
べ
き
と
こ
ろ
へ
行
く
し
か
な
い
。
」
と
し
て
い
る
。
『
大
乗
仏
典
6

浄
土
三
部
経
』
(
中
央
公
論
、
一
四
五
頁
)
は
「
犯
し

て
き
た
諸
悪
が
帰
着
す
る
と
こ
ろ
の
報
い
が
、
必
然
的
に
追
っ
て
き
て
出
発
を
う
な
が
し
、
そ
の
人
聞
を
悪
道
に
連
れ
て
い
っ
て
捨
て
て

し
ま
う
。
ま
た
、
そ
の
人
間
の
悪
事
を
の
せ
た
人
名
帳
は
、
記
録
と
し
て
神
の
手
の
も
と
に
あ
り
、
そ
の
懲
罰
の
規
定
は
彼
を
引
き
ょ
せ

る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
定
め
ら
れ
た
悪
道
に
向
か
っ
て
行
か
な
砂
れ
ば
な
ら
な
い
。
L

と
す
る
。
こ
ち
ら
は
少
し
著
者
に
は
意
味
が
と
り

づ
ら
か
っ
た
。

(
沼
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
六
中
四
、
『
浄
真
全
』

I
、
五
八
・
九
。

(
幻
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
二
中
八
、
『
浄
真
全
』

I
、
一
七
五
・
七
。

(
泊
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
二
七
六
下
一
六
、
『
浄
真
全
』

I
、
六

0
・
八
。

(
お
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
五
上
二
七
、
『
浄
真
全
』

I
、
五
四
・
五
。

(
部
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
ニ
七
七
上
二
五
、
『
浄
真
全
』

I
、
六
二
・
目
。

(
幻
)
こ
の
文
章
は
解
釈
が
困
難
で
あ
っ
た
。
寸
自
然
」
は
全
体
の
主
語
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
却
)
福
永
光
司
氏
は
「
イ
ン
ド
の
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
た
当
初
、
伝
統
的
な
学
識
教
養
を
持
っ
こ
の
国
の
支
配
層
の
人
々
が
、
そ
の
異
国

の
宗
教
の
教
義
に
関
し
て
最
も
驚
い
た
の
は
、
(
中
略
)
人
間
存
在
を
こ
の
現
世
だ
け
で
な
く
前
世
お
よ
び
来
世
と
連
続
的
に
考
え
る

J

二
世
」
の
恩
想
、
な
い
し
現
世
に
お
け
る
「
業
」
の
善
悪
に
よ
っ
て
そ
の
「
報
」
と
し
て
の
来
世
の
在
り
方
(
中
略
)
が
規
定
さ
れ
る

と
説
く
輪
廻
の
思
想
で
あ
っ
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
(
「
中
国
宗
教
思
想
史
」
『
岩
波
講
座
中
国
宗
教
思
想
1
』
、
岩
波
書
底
、
一
九

九
O
、
二
ニ
O
頁)。

ま
た
同
様
に
、
森
三
樹
三
郎
氏
は
「
こ
の
時
代
の
仏
教
論
争
を
集
め
た
『
弘
明
集
』
な
ど
を
見
れ
ば
、
い
か
に
当
時
の
知
識
人
が
三
世

報
応
の
説
に
魅
せ
ら
れ
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
仏
教
の
根
本
義
と
し
て
信
じ
て
い
た
か
が
、
う
か
が
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い

三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
L

の
一
考
察

五
五



三
毒
五
悪
段
「
第
一
一
怒
L

の
一
考
察

五
六

る
(
森
三
樹
三
郎
『
老
荘
と
仏
教
へ
講
談
社
、
二

O
O三
、
一
一
一
二
頁
)
。

ま
た
丘
山
新
氏
は

J
C
て
、
救
済
思
想
と
い
う
観
点
か
ら
離
れ
て
『
大
阿
弥
陀
経
』
を
読
み
な
お
し
て
い
く
と
、
や
は
り
「
五
悪
段
」

を
中
心
と
し
た
部
分
に
、
輪
廻
思
想
を
含
め
た
因
果
応
報
、
す
な
わ
ち
前
世
(
宿
命
)
・
今
世
・
後
世
の
三
世
に
わ
た
る
応
報
(
も
し
く

は
報
応
)
の
思
想
が
異
様
な
ほ
ど
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
L

と
述
べ
て
い
る
。
(
「
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
思
想
史
的
意
義
」

『
東
洋
文
化
』
七

O
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
九

O
、
三
二
頁
)
。

こ
の
よ
う
に
「
報
応
(
報
い
る
説
)
」
に
は
、
こ
の
無
量
寿
経
類
に
限
ら
ず
、
そ
の
時
代
的
な
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
が
様
々
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

(
却
)
こ
の
「
止
」
に
対
し
て
西
本
願
寺
御
蔵
版
、
清
浄
華
院
蔵
写
本
な
ど
は
、
「
絶
」
と
な
っ
て
い
る
。

(
却
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
三
一
三
下
二

O
、
『
浄
真
全
』

I
、
一
八
一
・
八
。

(
但
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
九
五
下
一
四
、
『
浄
真
全
』

I
、
二
七
二
・
六
。

(
担
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
六
上
七
、
守
浄
真
全
』

I
、
五
七
・
八
。

(
お
)
慧
遠
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
、
伝
吉
蔵
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
、
敦
煙
本
『
無
量
寿
経
義
記
』
(
大
正
蔵
、
八
五
巻
)
、
元
暁
『
無
量
寿
経

宗
要
』
、
環
輿
の
『
無
量
寿
経
連
義
述
文
讃
』
、
了
慧
の
『
無
量
寿
経
紗
』
な
ど
に
は
こ
の
箇
所
に
対
す
る
細
か
い
注
釈
は
な
い
。

(
担
)
『
真
宗
大
系
』
一
一
(
真
宗
典
籍
刊
行
会
編
輯
、
一
九
二

O
)
、
二
七
七
頁
。

(
お
)
香
月
院
深
励
『
大
無
量
寿
経
講
義
』
(
法
蔵
館
、
一
九
八

O
)
、
七
二

O
頁。

(
お
)
そ
の
他
に
は
例
え
ば
、
柏
原
祐
義
『
浄
土
三
部
経
講
義
』
(
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八

O
)
で
は
、
「
そ
の
間
の
有
様
を
い
え
ば
、
生
ま
れ

る
と
き
は
独
り
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
ね
て
前
世
に
お
い
て
怨
み
と
な
っ
た
も
の
同
士
は
知
ら
ず
識
ら
ず
一
処
に
生
ま
れ
合
わ
せ
、
た
が

い
に
怨
み
を
報
復
し
あ
う
。
こ
の
よ
う
な
怨
憎
が
た
が
い
に
会
う
苦
し
み
は
幾
千
代
か
け
て
も
た
え
や
ら
ず
、
過
悪
の
因
の
尽
き
ぬ
聞
は

離
れ
た
い
と
思
う
て
も
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
(
三
六
七
頁
)
と
し
て
い
る
。
ま
た
坪
井
俊
英
『
浄
土
三
部
経
概
説
』
(
一
九
九
六
、

法
蔵
館
)
で
は
「
ま
た
あ
る
と
き
は
独
り
生
ま
れ
、
あ
る
と
き
は
同
所
に
生
を
う
け
て
、
前
世
の
悪
業
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
互
い
に
怨
み

を
果
た
し
あ
っ
て
殺
裁
を
こ
と
と
す
る
。
悪
の
原
因
が
つ
き
な
い
か
ぎ
り
は
業
の
報
い
に
よ
っ
て
敵
は
い
つ
ま
で
も
離
れ
る
こ
と
が
な

い
。
」
(
三
二
二
頁
)
と
し
て
い
る
。

(
幻
)
浄
空
『
無
量
寿
経
註
釈
叢
童
百
』
第
四
巻
(
法
蔵
館
、
三

O
一
三
)
。
句
読
点
、
改
行
は
著
者
に
よ
る
挿
入
で
あ
る
。
こ
の
二
説
に
続
い

ノ

一

一

リ

ヤ

ノ

ヲ

ヤ

ト

て
、
『
無
量
寿
経
略
筆
』
は
「
乃
如
三
世
高
之
値
一
宿
封
-
也
。
聖
人
尚
然
、
況
其
絵
乎
。
更
相
報
復
無
有
絶
己
者
今
日
之
怨
後
世
報
ν
我



ト

シ

テ

ル

コ

ト

カ

タ

ン

ヤ

ル

ヲ

ヲ

彼
我
相
復
生
生
展
縛
永
無
ν
由
ν
得
ニ
断
絶
-
也
。
狭
悪
未
蓋
不
得
相
離
者
、
狭
悪
相
績
無
ν
有
=
蓋
期
」
誰
能
得
ν
離
ν
之
乎
。
」
と
述
べ
て

い
る
。
道
隠
『
無
量
寿
経
戴
解
』
(
『
新
編
真
宗
全
書
』
て
思
文
問
、
一
九
七
五
、
五
一
三
頁
)
や
『
無
量
寿
経
集
解
』
(
『
浄
土
宗
全

書
』
続
て
山
喜
房
併
書
林
、
一
九
七
三
、
四
一
七
頁
)
は
、
こ
の
矩
範
の
説
に
触
れ
、
紹
介
し
て
い
る
。

(
招
)
『
平
等
覚
経
』
は
、
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
対
照
す
る
と
、
「
精
識
」
(
『
大
河
』
)
↓
「
命
精
」
(
『
平
等
』
)
、
寸
禍
」
(
『
大
阿
』
)
↓
「
譜
」

(
『
平
等
』
)
と
な
る
と
い
う
二
箇
所
の
変
化
の
み
な
の
で
、
現
代
語
訳
は
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
順
じ
、
省
略
す
る
。

(
却
)
「
相
値
」
「
値
」
の
意
味
に
多
義
的
な
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
「
値
」
を

寸
あ
う
」
と
い
う
意
味
で
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
一
部
で
は
「
直
」
と
同
義
の
意
味
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

(
『
大
乗
仏
典
浄
土
三
部
経
』
一
三
一
頁
を
参
照
)
。
そ
の
場
合
は
「
直
向
す
る
」
の
よ
う
な
意
味
と
な
る
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚

経
』
『
無
量
寿
経
』
の
使
用
例
で
は
、
「
値
」
に
対
し
て
、
あ
き
ら
か
に
「
あ
う
」
の
意
味
で
の
使
用
も
あ
る
。
例
・
「
今
得
値
傍
、
復
聞

無
量
尋
聾
。
」
『
無
量
寿
経
』
(
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
五
中
三
、
『
浄
真
全
』

I
、
五
五
・
六
)
。

(ω)
も
し
、
そ
れ
で
も
『
無
量
寿
経
』
の
諸
現
代
語
訳
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』

か
ら
『
無
量
寿
経
』
に
い
た
る
過
程
で
、
編
者
が
意
味
を
変
え
た
こ
と
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
位
)
『
無
量
寿
経
』
で
出
て
く
る
「
相
L

は
「
互
い
に
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
よ
く
行
わ
れ
て
き
た
理
解
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
「
相
従
共
生
」
に
対
し
て
「
敵
対
者
と
と
も
に
生
ま
れ
る
」
と
い
う
解
釈
も
生
ま
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
相
」
の
字
の

い
く
つ
か
に
は
「
次
々
と
」
と
解
釈
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
相
」
を
含
む
箇
所
の
現
代
語
訳
は
再
考
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
他
「
関
係
の
中
で
動
作
が
一
方
に
向
か
う
」
こ
と
を
示
す
意
味
の
「
相
」
の
使
用
も
あ
り
、
す
べ
て
の
寸
相
」
を
「
互
い
に
」

で
理
解
す
る
に
は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
(
辛
嶋
静
志
「
『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注

(
3
)
」
『
悌
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
八
号
、

一
三
五
頁
な
ど
参
照
)
。

(
必
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
二
七
四
下
二
二
、
『
浄
真
全
』

I
、
五
二
・
一
一
。

(
日
)
も
と
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
の
寸
不
得
離
却
」
も
同
じ
方
向
の
意
味
で
あ
る
可
能
性
を
も
っ
。

(
叫
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
二
七
七
上
二
六
、
『
浄
真
全
』

I
、
六
二
・
四
。

(
必
)
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
か
ら
『
無
量
寿
経
』
へ
と
受
容
さ
れ
る
際
に
意
図
的
に
編
集
さ
せ
た
可
能
性
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
こ

の
周
辺
の
編
集
の
程
度
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
『
無
量
寿
経
』
で
も
意
味
を
変
化
さ
せ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

(
必
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
二
七
七
上
二
、
『
浄
真
全
』

I
、
六
一
・
四
。

三
毒
五
悪
段
「
第
一
悪
L

の
一
考
察

五
七



三
毒
五
悪
段
寸
第
一
一
怒
」
の
一
考
察

五
八

(
幻
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
一
ニ

O
四
下
二
、
『
浄
真
全
』

I
、
一
四
二
・
一
一
。

(
必
)
『
大
正
蔵
』
二
一
、
二
七
七
上
二
五
、
『
浄
真
全
』

I
、
六
二
・
因
。

(
約
)
『
大
正
蔵
』
一
二
、
二
七
一
中
一
一
、
『
浄
真
全
ι
I
、
三
八
・
六
。

(
印
)
問
題
の
箇
所
(
第
一
悪
)
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
『
平
等
覚
経
』
の
「
還
復
L

以
外
の
数
。

(
日
)
『
大
正
蔵
』
二
て
二
九
一
中
一
七
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。

(
臼
)
例
え
ば
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
先
述
し
た
寸
三
毒
段
(
膜
悉
)
」
(
報
復
)
で
あ
り
、
外
典
で
は
「
拘
留
漢
使
、
以
相
報
復
」
(
『
漢
書
』

旬
奴
伝
)
な
ど
。

(
日
)
す
な
わ
ち
結
果
的
に
考
え
る
と
、
『
無
量
寿
経
』
で
は
、
同
じ
「
報
復
」
と
い
う
漢
字
を
使
っ
て
、
「
三
毒
段
(
膜
悉
)
」
と
1

第
一
悪
」

と
い
う
や
や
接
近
す
る
こ
カ
所
で
異
な
る
意
味
を
表
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)
『
平
等
覚
経
』
か
ら
『
無
量
寿
経
』
へ
展
開
し
た
際
に
、
「
首
相
還
復
」
を
「
無
有
止
己
」
と
し
た
点
か
ら
編
集
者
に
よ
っ
て
意
味
が
変

化
さ
せ
ら
れ
た
可
能
性
が
わ
ず
か
に
残
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
で
も
「
第
一
一
悪
」
の
文
脈
を
大
き
く
逸
脱
を
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は

で
き
る
。

(
日
)
あ
る
い
は
「
第
五
悪
の
直
後
L

の
部
分
に
引
き
ず
ら
れ
た
形
で
あ
る
。

(
日
)
現
代
の
感
覚
で
は
「
報
復
」
は
印
象
の
強
い
言
葉
で
あ
り
、
通
常
「
仕
返
し
」
と
理
解
さ
れ
る
。

(
訂
)
こ
の
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
こ
と
が
、
三
毒
五
悪
段
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
し
、
何
か
の
テ
キ
ス
ト
上
の
問
題
か
ら
こ
の
二
説
が
出
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

(
回
)
辛
嶋
静
志
「
『
大
阿
弥
陀
経
』
訳
注
(
一

)
i
(九
)
」
『
仏
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
六
|
一
七
号
(
一
九
九
九
二

O
一
O
)
。


